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１  「こども観」とは            

  １）「子供」「子ども」「こども」の表記, p.4 

 ２）「児童」とは, pp.5-7 
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 ２）明治初期 童話と児童観、児童文学, pp.12-16     

 ３）「児童文学」とは何か, pp.16-17             

４）エレン・ケイ『児童の世紀』, pp.17-18 
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